
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
六
号
 
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
日

黄

表

紙

の

準

体

法

田

上

稔

は

じ

め

に

 

 

みホ
ヨ
ソ

 

前

三

稿

に
お

い
て
、
洒

落
本

を

対

象

と

し

て
調

査

を
行

い
、
近

世

後
期

に
お

け

る
準
体

法

の
有

様

を
、
分
析

し
た
。

分

析

に
際

し

て
、

「同

一

名

詞

連

体

」

「制

限

用
法

」

「内

の
関

係

」
等

々
の
呼

称
を

も

っ
て
、

ほ
ぼ

意

味
さ

れ

て

い
る
構
造

を

「
A
」
群

、

「同
格

連

体

」

「非

制

限
用

法

」

「外

の
関

係

」
等

々

の
呼
称

で
、

ほ
ぼ

意

味

さ

れ

て

い
る

構

造

に
、

山

田
孝

雄

氏

の

「用

言

が

名

詞

の
資

格

を

う

る
種

々

の
段

階

」

の
内

の

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ハホ
 
り

「第

四
」
、

「事

物

の
状
態

動
作

等

を

一
の
事

実

と

し

て
之

れ
を
概

念

的

に
取
扱

ふ

も

の
」

に
、

ほ
ぼ

相

当

す

る
準

体

句
構

造

を
含

め

た

も

の
を

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ハね
 
り

「
B
」

群

と

し

て
、

ま

ず

、
連

体

装

定

構

制

の
異

な

り

に
応

じ

て
、

大

き

く

二

つ
に
分

類

し
た
。

そ

の
上

で
、

そ

の
A

B
両

群

の
準

体

法

が

、

連

体

形

準
体

法

、

助

詞

「
の
」

に
よ

る
準
体

法

の
出
現

状

況

と
、

ど

の
よ

う

に
関
連

し
、

ま
た

、
推

移

す

る

の
か
、

分
析

し
た
結

果

を

、
報

告

し

て

お

い
た
。

 

そ

の
結

果
、

明
和

安

永

年

間

か
ら

文

化

年

間

以
降

へ
と

、
概

略
的

な

傾

向

と

し

て
、

動

詞
連

体

形

と
助

動

詞
連

体

形

と

に

お

い
て
、

A
群

の

準
体

法

よ

り
も
、

B
群

の
準
体

法

の
割

合

が
増

し
、

か

つ
、
連

体
形

準

体

法

に

よ

る
も

の
よ

り
も

、

助
詞

「
の
」

に
よ

る
準

体

法

の
割

合

が

増
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し
て
い
た
。

た
だ
し
、

そ

の
変
化
は
、
特
に
寛
政
年
間
と
文
化
年
間

以
降
と

の
間

で
、
か
な
り
緩
や
か
な

も

の
で
し
か
な
か

っ
た
。

 

ま
た
、
形
容

詞

・
形
容
動
詞
用
例

に
お

い
て
、
助
詞

「
の
」

に
よ
る
準
体
法
よ
り
も
連
体
形
準
体
法

に
よ
る
も

の
の
割
合
が
増
す
現
象
が
、

明
和
安
永
年
間
か
ら
寛
政
年
間

へ
と
、
観
察
さ
れ
た
け
れ
ど
、
文
化
年
間
以
降

は
、
再
び
、
連
体
形
準
体
法
よ
り
も
助
詞

「
の
」
準
体
法

の
割

合

が
増
す
と

い
う
結
果

に
な
り
、
更
に
検
討
す
る
べ
き
問
題
を
、
多
く
残
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

 
本
稿

で
は
、
前

三
稿

に
、
更
に
、
引
き
続
く
関
心

の
も
と
、
安
永
年
間
か
ら
享

和
年
間
ま
で

の
、
所
謂
黄
表
紙

を
対
象

と
し
て
、
そ

の
準
体

法

の
振
る
舞

い
に

つ
い
て
少
し
く
調
査
し
た
結
果
を
、
報
告

し
よ
う
と
思
う

。

 
今

回

の
調
査

の
対
象

と
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
近
代

日
本
文
学
大
系

『
黄
表
紙
集
』
、

日
本
名
著
全
集

『
黄
表
紙

廿
五
種
』
、
古
典
文
庫

『
黄
表

紙
集
』

一
及
び

二
、
岩
波

日
本
古
典

文
学
大
系

『
黄
表
紙

洒
落
本
集
』
、
小
学
館
日
本
文
学
全
集

『
黄
表
紙

川
柳

狂
歌
』
に
収
め
ら
れ
た
も

の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハた
る
り

か
ら
、
次

の
通
り

の
作

品
を
、

選
択
し
た
。

年
代
順

に
記
し
て
お
く
。

 
 
安
永

年
間
 
『
金

々
先
生
栄
花
夢
』

(安
永
四
年
) 

『
高
慢
斎
行
脚

日
記
』

(安
永

五
年
) 

『
う
ど

ん
そ
ば

化
物
大
江
山
』

(安
永

五
年
)

 
 
 
 
 
 

『
古
今

名
筆
其

返
報
怪
談
』

(安

永
五
年
) 

『
鼻
峯
高
慢
男
』

(安

永
六
年
) 

『
敵
討
女
鉢
木
』

(安

永
六
年
) 

『
桃
太
郎
後

日

 
 
 
 
 
 

咄
』

(安
永
六
年
) 

『
親
敵
討
腹
鼓
』

(安
永
六
年
) 

『
辞
闘
戦
新
根
』

(安
永
七
年
) 

『
三
幅
対
紫
曾
我
』

(安
永
七
年
)

 
 
 
 
 
 

『
楠
無
益
委
記
』
(安
永
八
年
) 

『
怪
談

豆
人
形
』
(安
永
八
年
) 

『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』
(安
永
八
年
) 

『
案
内

手
本
通
人
蔵
』
(安

 
 
 
 
 
 

永

八
年
) 

『善
光
寺
御
利
生
通
苑
寝
子
の
美
女
』
(安
永
九
年
) 

『
扱
化
狐
通
人
』
(安
永
九
年
) 

『
近
頃
島

め
ぐ

り
』
(安
永
九

 
 
 
 
 
 

年
) 

『
憎

口
返
答
返
』

(安
永
九
年
) 

『
本

の
能
見
世
物
』

(安
永

九
年
) 

『
大
通
天
皇

野
暮
親
王
誤
欺
大
和
功
』

(安
永
九
年
)

 
 

天
明
年
間
 
『
鐘

入
七
人
化
粧
漉
返
柳
黒
髪
』

(天
明

元
年
) 

『
当
世
大
通
佛
買
帳
』

(天
明
元
年
)

『
通

一
声
女
暫
』

(天
明
元
年
) 

『
息
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子
妙
薬

一
粒
萬
金
談
』
(天
明
元
年
) 

『
四
天
王
大

通
仕
立
』
(
天
明
元
年
) 

『
通
増
安
宅
関
』
(天
明
元
年
) 

『
栄
花
程
五
十
年

 
 
 
 
蕎
麦
値

五
十
銭
見
徳

一
炊
夢
』

(
天
明
元
年
) 

『
昔
男

を
写
し
て
通
風
伊
勢
物
語
』

(天
明
二
年
) 

『
夫
れ
は
小
倉

山
是
れ
は
鎌

 
 
 
 
倉

山
景
清
百
人

一
首
』
(天
明
二
年
) 

『
手
前
勝
手
御
存
商
売
物
』
(天
明

二
年
) 

『
思

ひ
付

い
た

り
替

つ
た
り
五
郎

兵
衛
商
売
』

 
 
 
 

(天
明
三
年
) 

『
右
通
儲
而
倥
多
雁
取
帳
』

(
天
明
三
年
) 

『
長
生
見
度

記
』

(天
明
三
年
) 

『
夫
従

以
来
記
』

(天
明
四
年
)

 
 
 
 

『
歳

々
花
似
当
年
積
而
八
代

目
桃
太
郎
』
(天
明
四
年
) 

『
漢
國
無
体
此
奴
和

日
本
』
(
天
明
四
年
) 

『
狂
言
好
野
暮
大
名
』
(天

 
 
 
 

明
四
年
) 

『
其

ハ
本
歌
是

ハ
狂
薪
萬
載
集
著
微
来
歴
』
(
天
明
四
年
) 

『
吉
原
大
通
会
』
(
天
明
四
年
) 

『
其
昔
龍
神
噂
』
(天
明

 
 
 
 

四
年
) 

『
太
平
記
万
八
講
釈
』
(
天
明
四
年
) 

『
御
手
料

理
御
知
而
已
大
悲
千
録
本
』
(天
明

五
年
)
『
順

廻
能
名
代
家
莫
切
自
根

 
 
 
 

金
生
木
』

(
天
明
五
年
) 

『
元
利
安
売
鋸
商
内
』

(天
明
五
年
) 

『
江
戸
生
艶
氣
樺
焼
』

(
天
明

五
年
) 

『
鳩
八
幡
豆
と
徳

利
』

 
 
 
 

(天
明
六
年
) 

『
新
建
立
忠
臣
蔵
天
道
大
福
帳
』
(天
明
六
年
) 

『
色
男
十
人
三
文
』
(天
明
七
年
)
 
『
面
向
不
背
御
年
玉
』
(天

 
 
 
 

明
七
年
) 

『
亀

山
人
家
妖
』

(天
明
七
年
) 

『
悦
贔
屓
蝦
夷
押
領
』

(天
明
八
年
) 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

、

 
 
 
 

『
復
雌
後
祭

祀
』

(天
明
八
年
) 

『
仁

田
四
郎
富
士
之
人
穴
見
物
』

(
天
明
八
年
)

寛
政
年
間
 
『
天
下

一
面
鏡
梅
鉢
』

(寛
政

元
年
) 

『
孔
子
縞
干
時
藍
染
』

(寛
政
元
年
)

『
地
獄

一
面
照
子
浄
頗
梨
』

(寛
政
元
年
)

『
願

 
 
 
 

解
而

下
紐
哉
拝
寿
仁
王
参
』

(寛
政

元
年
)

『
鵬
鵡

返
文
武
二
道
』

(寛
政

元
年
)

『
大
極
上
請
合
薬
心
学
早
染
草
』

(寛
政

二

 
 
 
 

年
) 

『
京
傳
憂
世
之
酔
醒
』
(寛
政

二
年
) 

『
即
席
耳
学
問
』
(寛
政

二
年
) 

『
遊
妓
宴
卵
角

文
字
』
(寛
政

二
年
) 

『
壬
生
狂
言

 
 
 
 

唐
本
寝

言
直
読
見
壷
萩
』
(寛
政
三
年
) 

『
世
上
洒
落
見
檜
図
』
(寛
政
三
年
) 

『
京
鹿

の
子
娘
鰍
汁
』
(寛
政

三
年
) 

『
二
十

日

 
 
 
 

鯨

四
十
両
尽
用
而

二
分
狂
言
』

(寛
政
三
年
) 

『
盧
生
夢
魂
其
前

日
』

(寛
政
三
年
) 

『
馬
鹿
長
命

子
氣
物

語
』

(寛
政

三
年
)

 
 
 
 

『
浮
世
操
九
面
十
面
』
(寛
政
四
年
) 

『
昔

々
桃
太
郎

発
端
話
説
』
(寛
政
四
年
) 

『
長
物
語
後
篇
白
髭
明
神
御
渡
申
』
(寛
政

五

 
 
 
 

年
) 

『
十
四
傾
城
腹
之
内
』
(寛
政
五
年
) 

『
栄
花
夢
後

日
咄
金

々
先
生
造
化
夢
』
(寛
政
六
年
) 

『
天
道

浮
世
出
星
操
』
(寛
政
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六
年
) 

『
忠
臣
蔵
前
世
幕
無
』
(寛
政
六
年
) 

『
敵
討
義
女
英
』
(寛
政
七
年
) 

『
怪
談
筆
始
』
(寛
政
八
年
) 

『
作
者
根

元
江
戸

 
 
 
 
 
 

錦
』

(寛
政

一
一
年
) 

『
世
諺

口
紺
屋
雛
形
』

(寛
政

一
一
年
) 

『
竈
将
軍
勘
署
巻
』

(寛
政

一
二
年
) 

『
貧
福
蜻
蛉

返
』

(寛
政

 
 
 
 
 
 

一
二
年
)

 
 

享
和
年
間
 
『
昔
男
生
得
這
奇
的
見
勢
物
語
』

(享

和
元
年
)
 
『
敵
討
蚤
取
眼
』

(享
和
元
年
) 

『
延
命
長
尺
御
読
染
長
寿
小
紋
』

(享

和
二

 
 
 
 
 
 

年
)

『
的
中
地
本
問
屋
』

(享
和

二
年
)

『
人
間
萬
事
吹
矢
的
』

(享
和

三
年
)

 
 

不
明
 

 

 
『
紅

皿
欠

皿
往
古
噺
』

『
金
銀
先
生
皆
運
先
生
夢
中

の
印
噺
』

 
以
上

の
よ
う
に
、
今

回
、
対
象
と

し
た
黄

表
紙

は
、
前
三
稿
ま
で
に
対
象

と
し
た
洒
落
本

の
う
ち
、
明
和
安
永
年
間
か
ら
寛
政
年
間
ま
で

の

も

の
と
時
代
的

に
重
な

る
。

 
前

三
稿
ま

で
の
課
題

は
、
未
だ
、
解
決
途

上
に
あ
る
。
今
回
、
対
象
と
し
た
黄

表
紙
も
、
や
は
り
、
構
成
が
種

々
様

々
で
、
決
し

て
、
均

一
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1

で
は
な

い
。

発
話
体

で
は
な
い
と

の
理
由

で
、
序
文
や
地
の
文
、
践
文
な
ど
も
分
析
対
象
か
ら
外

し
、
発
話
言
語
に
分
析
対
象
を
絞

ろ
う
と
し

た
け
れ
ど
、
そ

の

「発
話
体
」
言
語

に
は
、
直
接
引
用
体
と
間
接
引
用
体
と
が
混
在

し
て
い
る
。
作
者

・
版

元
の
異
な
り
も
あ
る
。
分
析

対
象

の
選
択

に
未
だ
種

々
大
き
な
問
題
を
残
し

て
い
る
こ
と
を
、
今

回
も
、
引
き
続
き
、
認
め
ざ

る
を
得
な

い
。

 
 
 
 
 

ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハな
ら
り

 
前

三
稿
に
準

じ
、
連
体
装
定
構
制

の
異
な

り
に
応

じ
て
、
用
例
を
、
ま
ず
、

「
A
」
群
と

「
B
」
群
と

に
、
分
類
し
た
。

 
用
例
採
否

の
基
準

は
、
前
三
稿
ま

で
の
そ
れ
に
、
等

し
い
。
念

の
た
め
、
以
下

に
、
繰
り
返
し
、
羅
列
し
て
お

こ
う
。

 
ま
ず
、
繋

辞
性
を
顕
わ

に
す

る

「と

い
ふ
」
は
、

「言
ふ
」
の
実
質
的
意
義
が
あ
ら
わ

で
あ
る

「と

い
ふ
」
と
は
、
連
続
を
保
ち

つ
つ
も
、
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 な
 
ね

は
り
、
文
法
的

に
は
性
質
を
異

に
す

る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今

回
も
、
異
な

る
扱

い
を
、
選
択

し
た
。

 

黄
表
紙
の
準
体
法



 
準
体
法

に
関
す

る
議
論
が
、

「体
言
」

の
資
格
を
巡
る
問
題
で
あ
る
以
上
、
形
容
詞
文
的

「主
語
」
・
動
詞
文
的

「格
」

の
構
成

に
与
る
現
象

を

こ
そ
、
ま
ず
は
、
分
析
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え
、
助
詞

「に
」
が
下
接
す
る
用
例
に
関

し
て
、
前
三
稿

に
続
き
本
稿
も
、
所

謂

「接
続
助
詞
」
と
判
断
さ
れ
る
用
例
を
、
準
体
法

に
関
す

る
用
例
群
か
ら
は
、
除

い
た
。

 

そ
の

一
方

で
、

 
 
忠
孝

の
道

は

い
ふ
に
及
ば
ず
、
聞
く
に
も
及
ぼ
ず
、

こ
ん
な
又
知
れ
た
事

も
ね
え
も
ん
だ
。

の
よ
う
な
、
慣
用
型
と
し

て
既
に
固
定
化
し
た
、
あ

る
い
は
固
定
化

し

つ
つ
あ
る
も

の
で
は
あ

っ
て
も
、
接
続
助
詞

「
に
」
と
目
さ
れ
る
も

の

と
同
様

に
除
外
す

る
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
か
ら
、

一
応
、
用
例
に
数
え
た
。

 
ま
た
、
同
じ
慣
用
型

で
あ

る
、

「連
体
形
準
体
法

+
が
+

い
い
」
の
よ
う
な
も
の
も
、
前
三
稿

に
同
じ
く
、
本
稿
も
、

一
応
、
数
を
出
し
て
み

た
。
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1

 
次

の
よ
う
な

「慣
用
型
」
用
例
も
ま
た
、
当
該
用
例

に
含

め
た
。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・

 
 
逃
げ

る
が
最
後
旅

で
尻
を
叩

い
て
や
る
ぞ
。

 
 

と
か
く
 
 
 
 
 
 
 
 
し 
 
 
 
 
よ
 
 
 な
か
 
 
ご
 
ざ

 
 
兎
角
ず

る
い
が
勝
ち

の
世

の
中

で
御
座

り
ま
す
。

 

 

こ
ト
ろ
 
 
い
 

 

か
 

 
 

し
ん
ぱ
う
 
 

 

と

か
く
た
か
ら
も
の
 

 
と
 
 
も
ど
 
 ビ

ゆ

 

 

心

を

入
れ

替

へ
て
辛

抱

し
、
兎

角

賓

物

を

取

り
戻
す

が

肝
要

ぢ

や
ぞ
。

 

 

こ
と
し
 
 
し
ん
し
う
ぜ
ん
く
わ
う
じ
に
よ
ら
い 
 
お
か
い
ち
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さ
せ
い

 

 

今

年

は
信

州
善

光

寺

如

来

の
御

開
帳

な

れ

ば
、

こ
れ

へ
祈

誓

を

か

け

る
に

し
く

は
な

し
。

 

 

あ

の
薪
を

き

く

に

つ
け

て
も
、

百
両

の
金

が

ほ
し

い
な

ア
。

三

 

前
節

に
記
し
た
基
準

で
、
用
例
を
選
別
し
た
結
果
を
、

以
下
、
示
し
て
い
く
。



 

ま

ず

、

助

動
詞

が

下
接

し
な

い
、

裸

形

の
動

詞
連
体

形

に
関
す

る

用

例

は
、

次

の
表
①

の
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
れ

は
、

本

稿
前

節

に

記

し
た

よ
う

に

、

「連

体

形
準

体

法

+
が

+

い
い
」

「連

体
形

+

の
+
が

+

い

い
」
構
造

、

「連
体

形

準
体

法

+
に
よ

つ
て
」
及

び

そ
れ

ら

の
類
縁

構
造

を

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

ハだ
ブ
リ

含

み
、

か

つ
、
繋

辞

性

を
顕
わ

に

し
た

「と

い
ふ
」

類
を

除

い
た
も

の
で
あ

る
。

表
①

がをには

 

もと
よ

り
や

こ
そ

A

準

五 段

 

25013

 

00000

上 下

 

20040

、

0000

変 格

 

000000000

「
の

」

五 段

 

100500000

上 下

 

310200000

変 格

 

100000000

計96024

 

00000

B

準

五 段20

 

2223016

 

1801

上 下11

 

4610

 

80201

変 格

 

211530100

「
の

」

五 段

 

141600000

上 下

 

000200000

変 格

 

100000000

計3511305327
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φ

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

計

20

6

0

6

6

1

39

100

43

13

12

2

1
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各

々
の
用

例

を
、

以

下
、

挙
げ

て
お
く
。

 

 

 

 

 

 

 

と

か
く
な
が
 
 
も
の
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ど
も
 
 
メ
 
 
 
 
 
 
ぼ 
に

 
 
ち
 
え

A
準
体
法
五
段
 
兎
角
長

い
物
に
は
巻
か
れ
う
だ
か
ら
、
げ
ぢ
く

土
ハを
あ
や
し
て
置
く
が
。
智
恵
さ
。

 
 
 
 
 
 

下

々
の
者
乍
ら
も
よ
く
道

を
守

る
を
人
と

い
ふ
も

の
、
身

の
行

ひ
悪

い
奴

は
、
わ
ん
く

に
や
あ
く

と

い
ふ
と
同
じ
事
だ
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
つ

て
 
や

 
 
 
 
 
 
揮
に
は
さ
ん
で
あ
る
は
小
粒
で
は
な
い
か
。
幸
手
屋
の
風
紐
と
は
見
え
ぬ
く

 

 

 

 

 

 

 

 

む
か
 
 
 
 L
擾
I
I
l
l
L
時
H
い
わ
う
 
 
し
ま
 
 
こ
な
た
 
 
か
す
み
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
さ
ん
か
い

 

 

 

 

上

下

段

 

向

う

に

見

ゆ

る

が

硫

黄

が

島

、

此

方

に

霞

か

ふ

る

と

見

え

け

る

は

釜

山

海

 
 
 
 
 
 
ぐ
わ
ら
く

く

ぐ
わ
ら
く

落
ち
る
は
お
茶
の
水

 

 

 

 

 

 

 

ひ

て

 

 

た

 
た
う

 

 

た

 
 

「

I
」
膳
H
ま
こ
と

A

「
の
」
五
段
 

日
は
照

る
と
も
、
絶
え
ず
浴
た
り
く

。
絶
え
ず
に
酔
ふ

の
が

誠

の
こ
け
よ
。

 

 

 

 

 

 

わ
し
 
 
ち
う
し
ん
ぐ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
L
ー

 
 
も
ん

じ
 
や

も
の
・

 

 

 

 

 

 

私

は

忠

臣

蔵

を

よ

み

や

す

。

お

め

へ

の

て

読

む

の

は

八

文

字

屋

物

か

。

 

 

 

 

 

 

 

 

む
か
 
 
 
 
ち
や
や
 
 
 
 
か
い
 
き
や
く
 
 
ま
 
 
 
 
L
P
-
l
l
l
L
闘
闘
 
ち
や
う
じ
 
や
 
 
 ひ
な
つ
る
 
 
 
 
つ
る
 
 
 
 
す
が
は
ら

 

 

 

 

上

下

段

 

向

う

の

茶

屋

の

二

階

に

客

を

待

つ

て

居

る

の

が

、

丁

字

屋

の

雛

鶴

に

、

鶴

や

の
菅

原

だ

。

 

 

 

 

 

 

が
ん
 
 
か
も
 
 
お
ほ
 
 
 
 
い
け
 
 
こ
ほ
 
 
つ
 
 
 
 
」
ρ
ー
l
l
l
L
H
朋
 
 
く
び
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
し
 
 
 つ
 
 
 
 
 で

 
 
 
 
 
 

雁
や
鴨

が
大
き
な
池
に
凍
り
付

い
て
居
る
の
を
、
首
を
ね
ぢ
き

つ
て
は
取
り
く

、
腰

へ
付
け

て
出
ま
す
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
ま
 
 
や
く
し
や
 
 
L
臣

ー
1
-
L
開
H
 
 
 
 
 

わ
し
ど
も
 
 
わ
か
 
 

じ

ぷ
ん
 
 
 
 
 
 で
う
か
ん

た

b
う
 
 
や
ま
な
か
へ
い

く

ら
う

 
 
 
 
 
 

さ

て
く

、
今

の
役
者

に
見
る

の
は
な

い
。
私
共
が
若

い
時
分
は
、
三
條
勘
太
郎
、
山
中
平
九
郎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む
か
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
 
ー

た
ま
や
 
 
 
こ
む
ら
さ
き
 
ま
つ
ば
 
や
 
 
 
せ
が
は
 
・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
り
そ
で
 
 
は
な
あ
ふ
ぎ

 

 

 

 

変

格

 

ア
レ

向

う

か

ら

来

る

の
が

玉

屋

の

小

紫

、

松

葉

屋

の
瀬

川

、

そ

の
あ

と

の
振

袖

が

花

扇

サ

。

 

 

 

 

 

 

 

あ
ご

 

 

 

 

 
と

 

 

 

 

 

 
せ
つ
ち
ん

 

 

 

 

 

 

 
 
り

だ
い
じ

 
ま
う

 

 

 

 

 

 
ご

ざ

 

 

 

 

 
 ご

ざ

B
準

体

法

五

段

 

顧

の

か

き

が

ね

取

れ

た

も

の

は

、

雪

隠

の

か

き

が

ね

は

つ

す

が

大

事

と

申

し

て
、

な

ん

で

御

座

つ
て

な

ん

で
御

座

る
。

 

 

 

 

 

 

い
 
か
 
 
 へ
ん
け
い
 
 
た
～
い
ま
ひ
と
 
 
ま
う
 
 
 
 レ
『

き
 
 
 
 
 
 

あ
た
か

  

 

 

 

 

 

如

何

に

辮

慶

、

唯

今

人

の
申

し

て

通

る

を

聞

け

ば

、

安

宅

の
港

に

新

関

を

立

て

て
、

山

伏

を

固

く

選

ぶ

と

こ
そ

申

し

つ
れ

。

 

 

 

 

 

か
し
は
も
ち
 
 
 
 
く
ろ
ざ
け
 
 
 
 
あ
が
 
 
 
 
 
 
 
い
も
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
こ
ま

 

 

 

 

 

 

柏

餅

で

も

黒

酒

で

も

上

り

ま

せ

。

妹

め

が

の
ぼ

り

を

い
ち

り

た

が

る

に

は

困

り

ま

す

。
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う
は
エ
み

 
 

頭
か
ら
う
ま

い
く

と
飲
む
は
、
味
噌
ぢ
や

ア
ね
え
が
、
お
れ
と
蟻
だ
ら
う
。

 

 

雨

の

み

の
わ

に
濡

れ

て

ぬ

る

、

と

云

ふ

き

ど

り

て

降

る

も

い

い

の
さ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 て
 
ま

 

 

曝

ア

に
鼻

毛

を

の
ば

す

と

違

つ
て
命

を

延

ば

す

の

は

手

間

が

と

れ

る
。

 

 

な

す

 

っ
か

 

 
だ

ま

 

 

い

 

 

 

 
は
り

あ

 

 

 

り

 

な

す

 

 

 

 

 

 

 
る

す

 

 

 

 
 

 

 
 
 
や
く

 

 

茄

子
を

使
ふ

は
無

言

つ
て
居

る

か
ら
、
,
張

合

ひ
が
な

い
。

茄

子

を
を

つ
か

ふ

は
、
留

守

を

つ
か

ふ
よ

り

つ
ら

い
役

だ
。

 

 

て
ん
だ
う
 
 
 
 
う
 
 
 
え
 
 
 
し
や
う
ち
き
し
や
う
た
う
 
 
す
が
ほ
 
 
 
 
 よ
 
 
わ
た
 
 
り

 
 
ひ
と
 
 
ひ
と
 
 
 
 
み
ち

 
 

天
道

よ
り
受
け
得
た

る
正
直

正

当

の
素

顔
に
て
世
を
渡
る

こ
そ
、
人
の
人
た
る
道
な
り

 

 

 

か
ら
だ
 
 
ぬ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

も
の
 
 
 ぬ
 
 
 
 
 
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
そ
ん

上

下
段

体

の
濡
れ
る
は
か
ま
は
ぬ
が
、
着
物

の
濡
れ
る
が
。

い
た
し
ば
う
大
損
だ
。

 

 

う
そ
 
 
か
は
 
 
わ
た
 
 
 
 し
た
う
ま
 
 
 

ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 

た
ふ

 
 
謹

の
川
を
渡
さ
ば

下
馬

の
流

る
る
を
待

つ
て
、

よ
り
く

に
引
き
倒
す

べ
し
。
 

 

 

 

 

・

 

 

お

よ

そ

よ
き

大

し

や

う

を

も

と

む

る

ニ

ハ
、

さ

や

う

に

て

ハ
な

ら

ず

、

す

に

し

よ

く

の
げ

ん

と

く

、

 

 

お
れ
 
 う
わ
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

あ
 
 
が
た
 
 
 
 
 
 
 
 
ぱ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
モ

 

 

己

の

噂

を

し

て

く

れ

る

は
有

り

難

え

が

、

お

婆

ア
さ

ん

で

は
恐

れ

る
。

 

 

 

 

 

 

た
い
へ
い
ら
く
 
 
 い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
  に

あ
ん
ま
 
 
 ち
 
え

 
 

あ
ん
な
に
太
平
楽
を

云
ひ
な
ん
す
を
、
そ
ば
に
聞

い
て
居

る
も

余

り
智
恵

が
ね
え
ぢ
や

ア
お

つ
せ
ん
か
。

 

 

あ
を
ほ
ん
 
 
き
さ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

い
ろ
 
 
く
ろ
 
 
 
 
 
 

お
な
 
 
な
か

ま
 
 

く
ろ
ほ
ん
 
 

や

 

 

青

本

も
貴
様

は

い

つ
く
わ

の
は
や

り
氣

ゆ

ゑ
、
あ

ん
な
者

に
添

わ

せ

る
よ

り
、
色

は
黒

く

て
も

、
同

じ
仲

間

の
黒

本

へ
遣

れ
ば

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

ハゆ
 
り

 

 

質

の
流

れ
る

は
利

上

げ

も

出
来

る
が

、
命

の
流

れ

る
、

仕

方

が
な

い
。

 

 

 

 

 

 

 

ひ
と
 
 
よ
わ
た
 
 
 
 
 
 

よ
 
そ
 
め
 
 
 み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 み
 
 
 
 
 
 
 
 わ
 
 
 み
 
 
こ
と
 
 
 
 
き
 
 
 
つ

 

 

 

 

変

格

 

人

の

世

渡

り

す

る

を

絵

所

目

に

見

れ

ば

、

あ

ぶ

な

く

見

え

る

が

、

我

が

身

の

事

に

は

氣

が

付

か

ぬ

。

 

 

 

 

 

 

な
が
い
き
 
 く
す
り
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 し
 
 
 
 
 

し
 
 
 
 
 
 
 
 
 い
ん
ぐ
わ

 

 

 

 

 

 

長

生

の

薬

が

利

き

す

ぎ

た

か

。

悲

し

や

く

。

死

ぬ

る

に

も

死

な

れ

ぬ

は

因

果

ぢ

や

。

 

 

 

 

 

 

そ

の

や

う
な

も

の

は

口

元
ば

か

り

の
学

問

、

然

し

な

が

ら

物

を

読

ん

で

そ

の
先

ば

か

り
穿

盤

す

る

は

。

せ

ぬ

に

劣

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な
る
ほ
ど
 
 
 
 は
う
 
 
ま
う
 
と
こ
ろ
り
 
 
あ
た
 
 
 
 
 
さ
き
 
 
 
 
 
 

あ
と
 
 
 
 
 
 

お
な
 
 
だ
う
り

 

 

 

 

 

 

こ
れ

は
成

程

そ

の
方

が

申

す

所

理

に

当

れ

り

。

前

へ
す

る

も

後

へ
す

る

も

同

じ
道

理

な

り

。

 

 

 

 

 

へ
つ
つ
ひ

う
は
ぬ
り
 
 

 
は
ち

 
 
う
は
ぬ
り
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

は

い
れ

 

 
 

 

 
 

竈

の
上

塗
は
、

恥

の
上

塗

を
す

る
よ

り
。
、

ま

し
だ

の
歯

入

で
ご
ざ

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

こ
て 
 
 
 
 
 
 
  

B

「
の
」

五

段
 
膏

薬

か
腰

張

か
知

れ

ぬ
。

い

つ
そ

鎭

で
塗

る

の
が

見

よ
さ

Σ
う
な

理
窟

だ
。
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皆

が

苦

し

む

の

を

見

て

は

、

少

し
飲

む

氣

が

な

い

わ

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ 
 
 
う
 
 
 
 
  

な
 
 
 よ
う
じ
ん
 
 
わ
る
 
 
 
や
つ
こ
や
り
も
ち
 
 
だ
い
だ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
る

 

 

 

 

 

 

 

と

ん

ち

や

く

は
ね

え

。

屍

を

売

る

の

に

何

ぜ

用

心

が

悪

い
。

奴

槍

持

は

大

道

を

ひ

り

な

が

ら

さ

へ
歩

く

わ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て
 
ま

 

 

 

 

 

 

 

曝

ア

に

鼻

毛

を

の
ば

す

と

違

つ
て
命

を

延

ば

す

の
は

手

間

が

と

れ

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や
ど

 
か

 

 

 

 
ひ
と

 

 

 

 

 

 
 
う
す
き

み

 
わ
る

 

 

 

 
 
ひ
と

 
た
び

 

 

 

 
 
 

 
 は
つ
と

 

 

ご

ざ

 

 

 

 

 

上

下

段

 

宿

を

貸

し

た

が

る

人

も

ね

え

も

ん

だ

。

薄

氣

味

の
悪

い
。

そ

し

て
濁

り

旅

を

と

め

る

の

は

、

法

度

で

は

御

座

ら

ぬ

か

。

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
レ

 

 
 

お
に

は

ひ

 

 

と

く

 

 

 
 

 

 

変

格

愛

を

あ
け

て
く

れ
や

。
鬼

の
這
入

る

の
は
、

か

け

取

り

の
来

る

の
よ

り
。

ま

し

で
あ

ら

う
。

 

表
①

の
う
ち

、

「動

詞

連

体

形

準
体

法

+
が

+

い

い
」

「動

詞
連

体

形

+

の
+
が

+

い

い
」

形
式

及

び
そ

の
類

縁

構
造

の
用

例

は
、

次

の
よ

う

な
結

果

で
あ

っ
た
。

「
M
」
を

、
勧

誘
等

の
モ
ダ

リ

テ

イ
を
含

む
も

の
と

し

て
、

「非

M
」
を
、
含

ま

な

い
も

の
と

し

て
、
各

々
、

示

し

て

い
る
。

表
②

M
非
M

計

A

準

五 段

 

011

上 下

 

000

変 格

 

000

「
の

」

五 段

 

000

上 下

 

000

変 格

 

000

計011

B

準

五 段14

 

216

上 下

 

404

変 格

 

202

「
の

」

五 段

 

000

上 下

 

000

変 格

 

101

計21

 

223

120

 

各

々
の
用
例

を

、

以

下
、

モ
ダ

リ

テ

ィ
有

り

簡
単
に
挙
げ

て
お
く
。



 

 

 

 

 

 

 

 

て
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 

て
う

し
 
 
 さ
と
 
 
 
 
か
た

て
 
 
 
 
 
 
 
 
い
っ
し
や
う
 
ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

B
準

体

法

五
段

 

お

手
が
鳴

つ
た
ら

銚

子

と
悟

り
、
片

手

な
ら

し

て

一
生

を
悟

る

が

い
い
。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
ゆ
び
 
 
 き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 し
う
ち
 
 
わ
か

 

 
 

 

上

下
段

 

こ
れ
は

と

か
く

、
指

を

切

れ
と

い
う

て
や

る
が

い

い
。

そ

れ

で
ソ

レ
、

仕
打

が
分

ら

う
と

い
ふ
や

つ
さ

。

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

よ
こ
も
つか
う

 

 
 

 

変

格

 

逃

げ

た

の
内

に
横

木

瓜

と
す

る
か

い

」
。

モ
ダ

リ

テ

ィ
無

し

 

 
 

 

 

 

 

で
が
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
み
し
も

A
準

体
法

五
段

 

出

語

り
は
揃

ひ

の
社
拝

、

浅
黄

小
袖

は
は

え

の
あ

る
が

い

}
の
お
前

の
役

は
時
致

か
。

B
準

体

法

五
段

 

「傘

を
置

い
て
来

た

か
ら

取

り

に
行

か
ざ

ア
な

る

め
え
。
」
「そ

れ

よ

り

か

ア
菱
屋

へ
行

つ
て
、
す

つ
ぽ

ん
煮

で
飲

む

が

い

㌧

 

 
 

 

 

 

 
渕

。
」

表
①

の
う
ち

、

「動

詞
連

体
形

+

に

+
よ

っ
て
」

は
以
下

の
よ
う

で
あ

っ
た
。

表
③

A

準

δ
一

計

B

準

ヨ

の
一

計

に
よ
つ

て

0

0

0

4

0

4
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繋
辞
性
を
あ
ら
わ

に
し
た

「と

い
ふ
」
及
び
そ
の
類
縁
構
造
ほ
、
 

 

 

 

 

 

 

 

のだ
 
り

次

の

よ

う

に

な

っ
て

い
た

。

黄
表
紙
の
準
体
法



表
④

がをは

 

も,と

 

計

A

といふ

 

314019

と申す

 

311106

と申んす

 

000101

と申ます

 

00100 

ツ

1

計6262117

B

といふ

 

1073011

と申す

 

000000

と申んす

 

0eO

 

0000

と申ます

 

0
i

1 0

 

0000

計1073011
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各

々
の
用
例

を
、

以

下

、
簡

単

に
挙
げ

て

お
く
。

こ
れ
を
澱
ひ
で
恥
り
に
伽
く
撚
に
羅

轄
.と
云
ふ
劇
こ
し
ら
へ
・
諜

難

畿

爆

藍
嘩
め
ま
す
・

 

 

 

 

や
っ
 
 
 
 
 
 
 
 
て
 
 
 
 
う
た
き
く
 
 
 も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ん
な
 
 
 
 
み

 

い

や

な

奴

だ

が

い

い

手

だ

。

歌

菊

と

云

ふ

は

ど

ん

な

女

だ

か

見

た

い

も

の
だ

。

 
よ
く
道
を
守

る
を
人

の
人
と
い
ふ
も

の
、
身

の
行
ひ
悪

い
奴

は
、
わ
ん
く

に
や
あ
く

と

い
ふ
と
同
じ
事
だ
。

畿

難

嚢

劉
の
簿

に
、
謹

難

暮

隊

卦

懲

り
ま
し
た
が
・
そ
れ
よ
り
一
難

き
う
屡

り
ま
玄

 

ご

ぜ
ん

け
 
し
 
の

す
け
ー
ー
ー

ご

ら
ん

  

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

ろ
か
う
と
じ
や
く
 
ま
ん
ぎ
く

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
し
ろ
も
の

 

「御

前

芥

子
之

助

と
中

す

を

御

覧

あ

せ
ば

せ

」

「ア

、
路

考

杜

若

に
萬

菊

を

三
ば

い
づ

け

に

し
た

や

う

な
代

物

ぢ

や
。
」

 
と

う

の
半

つ
う

王
ち

や

く

、

や
ぼ

つ
て

い
に

し
る
す
。

「ち
や

く
と

申

ハ
半

つ
う

王

の
名

と
見

へ
ま

し
た



 

 

 

 

 

ぱ
け
も
の
 
 
 
じ

 
 
 
 
 
こ
あ
ろ
 
 
 
お
こ
 
 
こ
と
 
 
 
 
 
こ
お
ろ
 
 
 
 
 
 
 
と
き
 
 
ば
け
も
の
 
 
 
 
あ

 

す

な

は

ち

化

物

と

申

す

も

、

み

な

心

よ

り

発

る

事

に

て
、

心

た

ゴ

し

き

時

は

化

物

に

も

遭

は

ず

 

 

 

む
ね
た
い
ふ
 
 
う
 
 
 
 

 
も
と
 

 
 
 
 
 
ご

ざ
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
こ
ゑ

 

ア

ノ
宗

太

夫

と

申

し

ま
す

は
、

元

も

ぐ

さ

や

で
御

座

り

や

し

た

が

、

そ

れ

は

よ

い
声

さ

。

 

や

う

き

う

の
名

ハ
き

ん

り

と

い

ふ

の
さ

。

「
て

ん

し

さ

ん

と

申

ん

す

も

ぬ

し

の
事

だ

そ

う

さ

。

 

 

 

 

ひ
つ
か
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 は
り

 

風

引

に

引

返

し

の

脈

と

い
ふ

の
が

。

あ

る
。

こ

れ

は
鍼

を

繋

ぎ

に

打

つ
て

ゐ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

 

「あ

づ

き

は

後

に

つ
け
た
と

い
ふ

の
が

、

ふ

る

い
く

。
」

次

に
、
形
容
動
詞
を

も
含
め
た
形
容
詞
用
例
を
扱

う
こ
と
に
し
よ
う
。

表
⑤

がをには

 

もと計

A

デ

準20O
f
5018

「
の

」

4

轟
・

102029

計

 

61070317

B

準23738023

「
の

」

0101002

計24748025

 

A
準
体
法

 

 

 

 

 

 

さ
ん
し
よ
 
 
 こ

ひ

り

』

と

辛

い

が

山

椒

の

粉

、

'

↑

ひ
よ
う

り

と
長

い

は
、
た

し

か
な

人

の
足

で
あ

ん

べ

い
、

X23

 

黄
表
紙
の
準
体
法



 

 

 

 

 

 

か
は
 

 

お
ほ

ゐ

が
は

 
ほ
と
け

 

 

だ
い
ぶ
つ
 

は
し

り
や
う
ご
く
ば
し

 

に

 

 

 
 
 
 
 

け
ん
だ
う
 

 

 

 

 

 

お
ほ
 

 

 

 

 

 

か
ぞ

 

 

 

 

 

 

河

で

は

大

井

河

、

佛

で

は

大

佛

、

橋

は

両

国

橋

、

長

い

は

三

十

三

間

堂

、

ま

だ

/

＼

大

き

な

も

の

は

数

へ
ら

れ

ま

せ

ぬ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
ぶ

 

 

 

 

 

 

小

豆

の
芳

も

黄

粉

の

方

も

味

に
違

ひ

は
無

け

れ

ど

も

、

う

ま

い
と

ま

つ

い

は
間

夫

と

客

。

 

 

 

 

 

 

 

し
ら
ん
せ
ん
せ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
し
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
う
せ
う
 
 
 か
せ
う
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

「
の
」
 

紫

蘭

先

生

の
あ

ぶ

ら

っ
う

へ
も

面

白

か

つ
た

。

通

笑

や

可

笑

子

の

に

も

ふ

す

ご

い

の

が

あ

る

て

。

 

 

 

 

 

 

 

し
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
か

 

 

 

 

 

 

お

汁

の
あ

つ
い

の
を

は

お

替

い
な

さ

れ

ま

せ

。

 

 

 

 

 

 

お
ら
 
ね
や
だ
を
 
く
ん
し
が
ほ
 
は
ら
 
か
は
 
 

く
ん
し
 

め
じ

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

さ
る

 

 

 

 

 

 

己

が

親

玉

の

君

子

顔

も

腹

の

皮

だ

。

君

子

の

悪

い

の

は

ふ

ん

し

の

わ

る

い

猿

に

お

と

り

だ

。

 

 

 

 

 

か
た
さ
う
ち
 
 か
た
き
 
 
ほ
 
 
 
 
 

 
 た
う
が
ら
し
 
 か
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
よ
ら
う
 
 じ
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
 
 
 
 
 
仇
討

の
仇

の
無

い
の
と
、
唐
辛

の
辛

く
な

い
と
、
女
郎

の
情

の
な

い
の
と
は
、
さ

て
く

は
り
合
ひ
ぬ
け

の
し
た

も

の
だ
。

 

 

 

 

 

 

 

じ
ん
 
 
ら
う
 
 と
こ
ろ
 
 
ゐ
 
 
 
 
り
う
 
 
 
 
 
 
 
は
た
ら
 
 
ゐ
 
 
 
 

り
う
 
 
 
 
 
 
は
な
 
 
に

お
も

 

 

B
準

体

法

 

甚

五

郎

が

所

の
居

さ

ふ
龍

は

、

よ

く

働

く

居

さ

ふ

龍

だ

が

、

鼻

が

大

き

い
が

思

ひ

や

ら

れ

た

 

 

 

 

 

 

さ
や
っ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
と
ほ
 
 
 
 か
う
ま
ん
 
 
わ
れ
ら
 
 
な
か
き
 
 
 
ひ
 
 
 
ご

 
 
 
 
 
 
彼
奴
は
な
く

し
き
を
き
ら

つ
て
、
斯

の
通
り

の
高
慢
、
我
等
が
仲
間
に
引
き
込
み
ま
せ
う
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き
 
 
こ
と
 
 
 
 
 
ひ
と
ふ
く
ろ
ま
ご
む
す
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
い
っ
 
 

ぶ

に
ん
さ
う
 
 
ロ

 
 
こ
ま

 

 

 

 

 

 

ほ

ん

に

利

く

事

な

ら

、

一

袋

孫

娘

に

や

り

た

い
。
・
彼

奴

は

不

人

相

で

縁

遠

い

に

は

困

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

っ
ら
 
 
 
 
 
 
 
の 
 
 
 
ポ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ 
 
 

 

 

 

 

 

 

松

は
辛

い

と

皆

お

し

や

ん

す

け

れ

ど

な

命

の
長

い

は

松

の
事

だ

。

 

 

 

 

 

 

ひ
と
 
 
た
の
 
 
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
り
 
 
お
も
 
 
ひ
と
 
 
 

お
ほ
 
 
 

た
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
り
 
 
に

も
っ
と

 
 
 
 
 
 
人

の
頼
む
事
を

し
て
く
れ
ね
え
尻

の
重

い
人
だ
。
大
き
な
棚

ツ
ち

り
だ
か
ら
、
尻

の
重

い
も

尤

も
だ
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶ
 
し
 
 
 
か
ち
う
ぶ
 
し
 
 
 
 
こ
ん
じ
や
う
 
わ
る
 
 
 
 
 
 
 
 じ
ぐ
ち
 
 
 
 わ
じ

む
ね
 
 
ね
も
 
 
 
 
ゐ

 

 

 
 

「
の
」 

だ

ま

り
武

士

や
家

中

武

士

と
、

根

性
が

悪

け

れ
ば

、

地

口
ま

で
悪

い
の
を
胸

に
思

つ
て
居

る
。

 

 

 
 

 

 

か
ね
 
 
オ
 
 
 
 

 
 く
び
 
 な
 
 
 
 
お
と
 
 
 
 
 
ひ
ら
 
 こ
 
 
ぼ
 
 
ご

む
よ
う

 

 

 
 

 

 

金

の
無

い

の
は
、

首

の
無

い
に

は
劣

り
ま

す
。

平

に
此

の
儀

は
御

無

用

に

な
さ

れ

ま

せ
。

表
⑤

の
う
ち

、

「形

容

詞

連
体

形

準

体

法

+
が

+

い

い
」

「形
容

詞

連

体
形

+

の

+
が

+

い

い
」

形
式

及

び

そ

の
類

縁
構

造

の
用

例

は
、

次

の

よ

う
な

結

果

で
あ

っ
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、
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表
⑥

M非
M計

A

準000

δ
L.

011

計011

B

準000

6
一

000

計ﾟa0

 

 

モ
ダ

リ

テ

ィ
無

し

 

A

「
の
」
 

こ

」

へ
大

小
を

百
枚

下

さ
れ
。

思

ひ
付
き

は
悪

く

て
も
安

い
の
が

よ

い
。

表

⑤

の
う

ち

、

「形

容

詞
連
体

形

+

に

+
よ

っ
て
」

は

以
下

の
よ

う

で
あ

っ
た
。
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表
⑦

に
よ

っ
て

A

準0

「
の

」
0

計0

B

準2

「
の

」

0

計2

 

 

こ
っ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
 
 
か
ん
が
ら
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ん
と
ん
び
あ
ぶ
ら
あ
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

も
う
此
方

へ
し
め

か
け
山

の
寒
鴉

は
古

い
に
よ

つ
て
、
寒
鳶
が
油
揚
を
さ
ら
ふ
や
う
に
、
遁
げ
や
う
く

。

黄
表
紙
の
準
体
法



 

 

 

四

最
後

に
、
助
動
詞
連
体
形

の
用
例

は
、
次

の
表

⑧

の
よ

う

に
な

っ
た
。

表
⑧

がをには

 

もとでへ
よ

り
こ
そ

計

A

、

準310

.

13

 

30000121

「
の

」

33・110

 

00110019

計64

、
,

123

 

3011014U

B

準31

 

772712

 

1004291

「
の

」

00030100004

計31

 

773012

 

2004295
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各

々
の
用
例
を
、

以
下
に
挙
げ

て
お

こ
う
。
 

 

 

 

 

 

 

 

、

 

 

 

 

 

 

 

 

お
か
は
 
 
る
ゐ
 
 
ふ
じ
 
 
は
な
 
 
し
じ

ご
 
ざ
 
 
 
 
 
 

う
す

で
 
 
 
 
 
 
も
の
 
 

ご
 
ざ

 

A

準

体

法

 

あ

の

便

器

の

類

に

藤

の

花

を

書

い

た

が

御

座

る

が

、

薄

手

で

よ

い

物

で

御

座

る

。

 

 

 

 

 

ず
い
ぶ
ん
ゆ
だ
ん
 
 
 
 
ぷ
げ
い
 
 
は
げ
 
 
 
 こ
ん
に
ち
い
ふ
く
 
 
み
ぐ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぐ
そ
く
 
 
い
ち
り
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ふ
 
し
 
 
 
 
い

 

 

 

 

 

随

分

油

断

な

く

武

芸

を

励

み

、

今

日

衣

服

は

見

苦

し

く

て

も

、

具

足

の

一
領

も

持

ち

た

る

を

こ

そ

武

士

と

は

云

へ
。,

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
が

 
 
 
 
 

兄
弟
が
持
つ
て
濁

屠
蘇
袋
と
袖
の
梅
、
そ
ん
な
酔
を
覚
ま
す
も
の
は
入
ら
ね
え
。
早
く
持

つ
て
下
れ
く

。

 

 

 

 

 

た
ゴ
つ
ね
 
 
 
 
 

た
お
い
ま
 
 
 
 
 
 し
つ
れ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
っ

が
つ
を
 
 
し
 

ま
こ
と
 
 
し
ほ

が
つ
を

 
 
 
 
 

忠
常
さ
ま
、
唯
今
ま

で
は
失
礼

い
た
し
ま
し
た
。
初
松
魚
と
見
え
た
も

誠

は
盛
松
魚
さ
。

 

 

 

 

 

 

 

そ

 

つ
さ

 

 

ま
つ
り

 

 

 

こ

ふ
う

 

 

 

 
 

 

め

で

た

 

 

 

 

 

さ

て

其

の

次

は

、

祭

礼

な

ど

は

古

風

の

か

は

ら

ぬ

こ

そ

目

出

度

し

。

 

 

 

 

 

ち
 
 な
み
だ
 
 
 も
ん
め
 
 
ご
 
ざ
 
 
 
 
 
 
 
や
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 み
つ
ば
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
 
ざ
 
 
 
 
 
 
 
な
み
だ
 
ぜ
に
し
か
い

 

 

「
の

」
 

血

の

涙

は

五
匁

で

御

座

り

ま

す

。

安

い

の

な

ら

、

水

鼻

を

ま

ぜ

た

の

か

御

座

り

ま

す

。

涙

も

銭

次

第

さ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

お
や
ぢ
 
 
 ふ
く
ろ
 
 
め
ざ
と
 
 
 
 
 
 
う
ち
 
 
で
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 
 
 け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 か
ひ
 
 
 
 
 
 く
だ

 

 

 

 

 

ど

う

も

爺

や

お

袋

が

目

慧

く

つ

て

内

が

出

に

く

い

か

ら

、

ぐ

つ
と

課

む

氣

の

来

そ

う

な

の

を

か

二

貝

ば

か

り

下

せ

え

。

 

 

 

 

 

 

 

ま
い
か
 
 
 
 
 
 
 
 ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 こ
と
 
 
み
な
も

 

 

 

 

 

「
二

三

枚

書

か
ぬ

の

を

交

ぜ

て

お

く

れ

。
」

「
と

て

も

の

事

に

皆

書

か

な

い

の

に

し

な

さ

い

。
」

 

 

 

 

 

む
す
め
ど
ぢ
や
う
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
か
く
へ
つ
ほ
ね
 
や
は
ら

 

 

 

 

 

娘

が

鰭

に

な

つ

た

の

は

、

格

別

骨

が

柔

か

だ

ら

う

。

 

 

 

 

 

こ
と
し
 
 
 
 
そ
う
り
や
う
 
 
 
 
 ゆ
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の 
 
 
 
 
 
 
 
 

ば
か

 

 

 

 

 

今

年

か

ら

総

領

の

は

ま

弓

は

や

め

て

、

せ

ん

ど

生

ま

れ

た

の

へ
許

り

や

る

と

さ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
う
ま
ん
 
 
そ
だ
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
い
ま
 
 
 
 お
ほ
 
 
 
 が
い

 

B

準

体

法

 

あ

ま

り

高

慢

に

育

て

あ

げ

た

が

、

今

で

は

大

き

な

害

と

な

り

ま

し

た

。

 

 

 

 

 

き
し
ち
め
  
 
 

ふ
く
め
 
 
サ
ふ
 
ピ
 
 
ま
ご
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 み
と
レ

 

 

 

 

 

鬼

七

奴

と

お
福

奴

、

不

義

を

働

き

ま

し

た

を

、

き

つ

と

見

届

け

ま

し

た

。

 

 

 

 

 

な
り
ひ
ら
 
 
い
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 

か
 
 
あ
だ
な
 
 
 つ
 
 
 
 
 
 
 
 し
か
 
 
え
 
ど
ぢ
う
 
を
ん
な
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 よ
わ

 

 

 

 

 

業

平

と

云

ふ

と

見

え

て

、

是

れ

は

斯

く

緯

名

を

付

け

た

か

。

併

し

江

戸

中

の

女

に

惚

れ

ら

れ

る

に

は

弱

つ

た

す

。

 

 

 

 

 

 

 

ち
よ
ら
う
 
 ぜ
ん
せ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゐ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
 
 
 
 
か
ね
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
な
 
 
 
 
 
ゆ
ゑ

 

 

 

 

 

ア

ノ

女

郎

は
全

盛

ご

さ

か

ん

で

居

く

さ

る

が

、

多

く

の

金

を

吸

い

取

ら

れ

た

は

皆

あ

い

つ

故

だ

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う
ち
 
 
み
ち
ゆ
き
 
 
 
 お
ほ
 
 
 
う
ら
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ぢ
り
め
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ま
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

は
だ

か
で
家

へ
道
行
と
は
太
き
な
裏

は
ら
だ
。
緋
縮

緬

の
ふ
ん
ど

し
が
、

こ
㌧
で
栄
え
た
も
を
か
し
い
く

。

 

 

 

 

 

く
づ
 
 
 は
 
 
 し
や
う
じ
 
 
う
た
 
 
 

 
 
ち
が
 
 
 
 
 
 せ
ん
り
や
う
 
 
 
 
 
 

や
ま
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
し
ろ

 
 
 
 
 

葛

の
葉
が
障
子

へ
歌
を
書

い
た
と
は
違

つ
て
、
千
両
た
～
と
り
山
は
、
身
が
あ

つ
て
面
白

い
。

 

 

 

 

 

あ
ふ
ら
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 
 と
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

油
を
取

ら
れ
る
の
は
、

エ
レ
キ
テ

ル
で
火
を
取
ら
れ
る
よ
り

つ
ら
う
お

つ
す
よ
。
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の
み

 

 

 
く
 

 

 

 

 
こ
 

 
か
ら
だ

 

 

 

 
も
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
も
の
レ
ふ

 

 
て
ほ
ん

 
 

 

 

 

 
蚤

に
も
食

は

せ
ぬ

此

の
身
体

ρ
』

と

云

ひ
し

こ
そ

、

よ
き

武

士

の
亀

鑑

な

り
。
」

と
、

 
 

 

 

 

 
 

い
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 だ
 
 
 
 
 む
 だ
つ
か
ひ
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 い
っ
し
や
う

 
 

 

 

「
の
」 

今

ま

で
う

か
!
＼

、
あ

い
ら
を

出

し

て
無

駄
費

に
さ

れ

た

の
は
、

一
生

の
ち
ざ

う

そ

ん
だ
。

 
 

 

 

 

 
ふ
て
く

 

 

 

 

 
き

 

は

か
 

 

 

 

 

ち
が

 
 

 

 

 

 
太

々
し

い
あ

ん
な

女

に
馬
鹿

に
さ
れ

る

の
と

は
違

は

ア
ね
。

ほ
ん

の
こ

つ
た

ア

つ
が

も

ね

え
。

 
表
⑧

の
う

ち
、

「助

動

詞
連

体
形

準

体

法

+
が

+

い

い
」

「助

動
詞

連

体

形

+

の
+
が

+

い

い
」
形
式

及

び

そ

の
類
縁

構

造

の
用

例

は
、

よ
う

な

結

果

で
あ

っ
た
。

次

の

表
⑨

M
非
M

計

A

準000

「
の

」

000

計000

B

準22

 

123

「
の

」
000

計22

 

123

128

 

各

々

の

用

例

を

、

こ

れ

も

、

以

下

に

挙

げ

て

お

こ

う

。

 

モ
ダ

リ

テ

ィ
有

り

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
ち
ば
ん
あ
く
ぼ
し
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
や
 
 
ひ
ろ
 
 
 
 
 
ば
ち

 

 

助

動

詞

準

体

法

 

一
番

悪

星

奴

に

て

ん

じ

や

う

を

見

せ

つ
け

て

や

ら

う

。

そ

れ

早

く
拾

ひ
ご

ん
八

と

し

た

が

い

い
。

 

モ
ダ

リ

テ

ィ
無

し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
か
く
ひ
と
 
 い
 
 も
の
 
お
ん
な
 
 
も
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
を
ん
な
 
う
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
や
う
ぎ

 

 

助

動

詞

準

体

法

 

兎

角

人

と

云

ふ

者

は

女

に

は

脆

い
も

の
だ

か

ら

、

是

れ

は

女

に

受

取

ら

せ

る

が

よ

か

ら

う

。
」

と

評

議

し

て

、

表

⑧

の

う

ち

、

「
助

動

詞

連

体

形

+

に

よ

っ
て

」

構

造

は

、

次

の

よ

う

な

結

果

を

得

た

。



表
⑩

に
よ

つ
て

A

準0

「
の

」
0

計0

B

準1

「
の

」

0

計1

各

々

の

用

例

を

、

以

下

、

簡

単

に

挙

げ

て

お

く

。

 

さ
て
 
 
よ
り
と
も
 
 
よ
し
つ
ね
お
ん
な
か
ふ
 
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
う
ぐ
わ
ん
ど
の
し
う
じ
う
つ
く
り
や
ま
ふ
し
 
 
 
 
 
 
 
お
く
 
 
お
ん
く
だ
 
 
 
 よ
し

 

扱

も

頼

朝

、
,
義

経

御

仲

不

和

に

な

ら

せ

給

ふ

に

よ

り

、

判

官

殿

主

従

偽

山

伏

と

な

り

て

奥

へ
御

下

り

の

由

、

さ
ひ
は
 

き
ん
じ
つ
か
ち
は
ら

ふ
 
し
 
 

ま
っ
し
ま
け
ん
ぶ
つ
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

の
み

こ

 

幸

ひ

近

日

梶

原

父

子

が
松

島

見

物

に

見

え

る

に

よ

つ
て
、

よ

く

飲

込

ま

せ

て

 

そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
は
う
 
 
 
み
あ
 
 
 
 
は
な
 
 
く
ら
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
お 
 
と
 
 
 
 
は
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 あ
さ
く
さ
が
み
 
 
 
 で
ふ

 

其

の

か

は

り

に

其

方

ら
、

耳

か

ら

鼻

で

苦

労

せ

し

に

依

つ
て

。
、

耳

を

取

つ
て
鼻

を

か

む

や

う

な

浅

草

紙

を

一
帖

づ

〉
は

ず

み

1'29

 

四

 

そ
れ

で
は
、
前
節
ま

で
に
本
稿

で
報
告

し
た
黄
表
紙
と
、
前

三
稿

に
お

い
て
報
告

し
た
、
明
和
安
永
年
間
、
寛
政
年
間
、
文
化
年
間

以
降

の

各

期
洒
落
本

と
に
お
け

る
、
連
体
形
準
体
法
と

「
の
」
準
体
法
、

A
構
造
準
体
と

B
構
造
準
体
と

の
、
各

々
の
あ
り
か
た

の
比
較

に
う

つ
る
。

 

ま
ず
、

A
構
造
準
体
と

B
構
造
準
体
と

の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
用
例
数
集
計
は
、
以
下

の
通
り
。

黄
表
紙
の
準
体
法



表
⑪

洒 落 本

明
和
安
永
年
間

寛
政
年
間

文
化
年
間
以
降

黄
 
表
 
紙

動
詞
裸
形

A

ssso40

 

39
㈹

B

 17

(22.8)

323

(224)

 83

(77.2)

形
容
詞
裸
形

A

39
⑳

 11

(12.5)

648

(559}

 89

{87.5)

50

 

晶
,..

(375)

92.4

(90.4)

40

 19

(20.4)
 

171

{148)

 81

(?9.6)

17

ゆ

 

(

54.9

(61.7)

50.5

(54.3)

47.6

(47.5}

 

ゐ

の

40

㊤

B
歯姐働

"
㈹

25

助
動
詞

A

45.1

{38.3}

78

49.5

(45.7}

83

52.4

{52.5}

54

 

'
5

D

59

⑯

40

B

計

A

B

23.1

(29.5)

2so

{lss>

7s.9

(70.5}

183

(181}

22.9

(29.5)

615

(433)

77.1

(70.5)

12.4

(i4.8)

587

(478}

87.6

(85.2}

213

13.5

{17.9)

347

{24?)

ss.5

{82.1)

X34

29,6

(35.7}

蕩
70.4

{64.3}

96
㈹

14.2

(16.5}

1284

(1079)

85.8

(83.5}

13.2

{is.s>

879

(ss4>

86.8

{83.2)

24.8

(27.7)

291

(245)

75.2

(72.3)
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こ
の
表
中
、・
最

上
段

の
数
字

は

「連
体
形

(
の
)

+
が
+

い
い
」
及
び
そ

の
類
縁
構
造
を
含
む
も

の
で
、
そ
の
下
段

に

(

)

で
括
ら
れ
た
も

の
が
あ

れ
ば
、
「連
体
形

(
の
)
+
が
+
い
い
」
及
び
そ
の
類
縁
構
造

を
除

い
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
欄
内
点
線

下
に
は
、
そ

の
割
合
を
単

純

に
計
算

し
た
百
分
率
数
値
を
、
小
数
点
下
二
桁
目
を
四
捨

五
入
し
て
表
記
す

る
。

こ
の
数
値
は
何

ら
統
計
処
理
を
施
さ
な

い
ま
ま

に
計
算
さ

れ
た
も

の
で
あ
り
、
十
分
な
信
頼
性
を
も

つ
も

の
で
は
な

い
以
上
、
概
略
的
な
傾
向
を
計
る
目
安
と
し
て
掲
げ
た
に
過
ぎ
な

い
。
次

に
連
体
形

準
体

法
と

「
の
」
準
体
法
と

の
集
計

を
示
す
。
表
中

の
表
記
及
び
数
値

の
性
格

は
、
表
⑪

に
等

し
い
。



表
⑫

洒 落 本

明
和
安
永
年
間

寛
政
年
間

文
化
年
間
以
降

黄
 
表
 
紙

動
詞
裸
形

329

準
(292)

84.6

(83)

so

の

578

(490)

79.4

(76.7)

i50

で149、

409

{29s>

77.5

(71.3)

119

182

(159)

86.7

(85.5)

28

⑳
15.4

αの

20.s

(23.3)

22.5

(28.7)

13.3

(14.5)

形
容
詞
裸
形

..

準㈹
s2

㈹
51

㈹
31

 62

{63.3)

 

浴

鋤

62

⑯

so.7

(61.3)

73.8

(75.6)

27

の働
37

㈹
33

㈲
U

勘

 

(

 38

(36.7)

37.4

(39.1)

39.3

(38.8)

26.2

(24.4)

助
動
詞

準

296

(224)

・ ・

(84.8)

  .・

(440)

81.8

(78.4}

323

(279)

so.5

(78.2)

 

12

の

ー

⑱

 83

(79.5)

の
路
12.4

{15.2}

122

(121)

18.2

(21s)

7823

19.5

(21.8)

 13

(2Q.5)

計

準

・ ・t

{554)

£

助

83

⑱

  ..

(988)

79.4

(76.4)

783

(624)

77.3

(73.2)

325

(279}

 84

(82.3)

の

129

(122)

is.2

㈹

309

(306)

20.6

(23.艟

230

{228}

22.7

(26.8}

s2

㈹
 16

(17.7)

131

 

 
本
稿
第

一
節

に
記

し
た
よ
う
に
、
今
回
、
対
象

と
し
た
黄
表
紙

は
、
表
⑪
と
⑫
と
に
お
け
る

「明
和
安
永
年
間
」
「寛
政
年
間
」
と

に
、
時
代

的

に
重
な

る
。

 
表
⑪

に
お
け

る
明
和
安
永
年
間

か
ら
文
化
年
間
以
降
に
か
け

て
の
、
「動
詞
裸
形
」
で
の
A
B
両
構
造

の
割
合

の
推
移
、
す
な
わ
ち
、
A
構
造

が
減

少

し
、
B
構
造
が
増
加
す
る
と
い
う
変
化

の
流
れ
に
、
黄

表
紙

で

の
数
値

は

一
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
「形
容

詞
裸
形
」
で
は
、
そ

の
推
移

に
比
し

て
、
黄
表
紙

で

の
数
値
は
、
A
構
造
が
低

過
ぎ
、
B
構
造
が
高
過
ぎ

る
。
逆

に
、
「助
動
詞
」
で
は
、
A
構
造

の
割
合
が
高
過
ぎ
、

B
構

造

の
そ
れ
が
低

過
ぎ

る
。
前
一二
稿

で
確
認
し
た

A
B
構
造

の
割
合

の
変

化

の
中

で
位
置
づ
け
る
な
ら
、
「形
容
詞
裸
形
」
で
は
、
そ

の
変
化
に
先

ん
じ
、

「助
動
詞
」
で
は
、
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
全
体
と
し

て
は
、
や
は
り
、
A
構
造

の
割
合
が
高
過
ぎ

、
B
構
造

の
そ
れ
が
低

 

黄
表
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準
体
法



過
ぎ

る

の
で
、
や
は
り
、

洒
落
本

で
の
変

化
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

 
次

に
、
表
⑫

で
の
連
体
形
準
体
法
と
助
詞

「
の
」
に
よ
る
準
体
法

と

の
割
合

の
推
移
を
見
て
み
る
。

「動
詞
裸
形
」
「形
容
詞
裸
形
」
と
も
に
、

前

三
稿

で
確
認

し
た
洒
落
本

で
の
変
化
と
比
べ
て
み
る
と
、
い
ず

れ
も
、
「遅
れ
た
」
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
体

と
し
て
は
、
洒
落
本

で
の

動
き

に
添
う
た

も
の
で
あ
る
か
、

ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
遅
れ
気
味

の
状
態

で
あ
る
。

 
表
⑪
⑫

の
全
体
を
傭
瞼
す
る
な
ら
、
前
三
稿

で
の
洒
落
本

の
動
き
と
比
べ
て
、
今
回
の
黄
表
紙

の
準
体
法

は
、
そ
れ
と
同

じ
か
、

少
し
遅
れ

て

い
る
状
態
、
と
言
え
よ
う
か
。
単

に
準
体
法

に
限

っ
て
の
事
な

の
か
、
或

い
は
、
洒
落
本
と
黄

表
紙
と

の
発
話
体

言
語

に
広
く
当

て
嵌
ま

る

事
な

の
か
、
更

に
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

お
 
わ
 
り
 
に

 

以

上

、
黄

表

紙

の
発
話

体

言

語
を

対
象

と

し

て
、

近
世

後

期

に
お

け

る
準

体

法

の
あ

り

か
た

を
見

て
き

た
。

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

ハに
 
り

 

近

世

期

の
文
学

作

品
を

、

口
語
資
料

と

し

て
利

用

す

る
試

み
が

、

続

け

ら
れ

て
き
た
。

前

三
稿

そ
し

て
本

稿

の
調
査

分

析

の
結

果

を

、

そ

こ

に
合

流

さ

せ

る

な

ら
、
た
と

え

発

話
体

言

語

に
限
定

し

た
と

し

て
も

、
テ

ク

ス
ト

の
全

て
を
、

「
口
語
資

料

」
と

し

て
分
析

す

る

こ
と

は

避

け
ね

ば

な

ら

な

い
、
と

い
う

こ
と
が

、
改

め

て
、
浮

き

彫
り

に
さ

れ

た

と

言
え

る
だ

ろ

う
。
或

る
種

の
文

法

現
象

を
指

標

と

し

て
、
も

つ
と
細

か

く
、

テ
ク

ス
ト

の
選

別

を
行

っ
た

上

で
、

少
な

く

と

も
分

析
対

象

作

品
を

、

限
定

す

る
必
要

が
、

あ

る
。

次
稿

に
期

し

た

い
。

132

 

注(注
1
)

「明
和
安
永
期
洒
落
本

の
準
体
法
」

(『
女
子
大
國
文
』
第

一
二
人
号
)
、
「寛
政
期
洒
落
本
の
準
体
法
」

(『
女
子
大
園
文
』
第

=
二
〇
号
)、

「後
期

 

洒
落
本

の
準
体
法
」

(『
女
子
大
國
文
』
第

=
二
二
号
)
。



(
注
2
)

『
日
本

文
法
論
』
七
六

九
頁
。

(
注
3
)

本
稿

の
連
体

装
定
の
把
握

は
、
拙

稿

「連

体
装
定

の
類
型

と
交
渉
」

(川
端

善
明

・
仁

田
義
雄

編

『
日
本
語

文
法
 
体

系
と
方
法

』
)
等

に
述

べ
た

 

と

お
り
。

(
注
4
)
各

々
、

解

題

・
解
説

に
記
さ
れ

て

い
る
製

版
年
刊

行
年

に
従

っ
た

が
、
記
述

の
な

い
も

の
は

「
不
明
」
と

し
た
。
)

(
注
5
)

注

3
に
同

じ
。

(注

6
)

た
だ

し
、

以
下

の
よ

う
な

用
例

は
あ
ま

り
に
慣
用
型

に
過
ぎ

て
A
B

の
判
定
も

困
難

な
た

め
、
本
稿

で
も
、
除

外
す

る

こ
と

に

し
た
。

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ち
や

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

め
け
ん

 
 
 

到

人
の
意
見
を
茶
に
し
た
ゆ

へ
、
色
に
そ
や
さ
れ
、
こ
ん
な
な
り
に
な
ら
れ
た
、

(注
7
)
表
中
に
お
け
る

「
φ
」
は
、
助
詞

の
下
接
し
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

(注
8
)
項

目
は

「
A
」
で
出
現
す
る
も
の
を
基
準
と
し
た
。

(注
9
)
中
村
幸
彦
氏

「型
の
文
章
-
近
世
文
学
研
究
に
お
け
る
文
体
論
の
基
礎
検
討
!
」

(『
文
学
・語
学
』
第
四
五
号
 

一
九
六
七
)。
奥
村
三
雄
氏

「近

 

代
京
阪
語
考
-
順
説
表
現

の
助
詞
に

つ
い
て
ー
」

(『岐
阜
大
学
研
究
報
告
 

人
文
科
学
』
第

一
四
号
 
岐
阜
大
学
学
芸
学
部

}
九
六
五
)
。
小
松
寿
雄

 

氏

「近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
武
士

の
言
葉
-
文
語
性

・
古
語
性

の
検
討
ー
」

(『
埼
玉
大
学
紀
要
』
第

=

巻
 
埼
玉
大
学
教
養
部
 

一
九
七
五
)。

 

五
所
美
子
氏

「式
亭
三
馬

の
言
語
描
写
に

つ
い
て
の

一
考
察
」
『
語
文
研
究
』
第

二
七
号
 
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
 

一
九
六
九
)
。
矢

野
準
氏

「近

 

世
後
期
上
方

語
資
料
と
し

て
の
上
方
板
洒
落
本
類
」

(『
語
文
研
究
』
第
四

一
号
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
 

一
九
七
六
)。
同
氏

「近
世
後
期
京
坂
語

 

に
関
す
る

一
考
察
ー
洒
落
本
用
語

の
写
実
性
1
」

(『
國
語
學
』
第

一
〇
七
集
 

一
九
七
六
)。
同
氏

「近
世
後
期
京
坂
語
資
料
と
し
て
の
滑
稽
本
類
-

 

尊
敬
表
現
を
中
心
に
ー
」

(『
國
文
研
究
』
第

一
二
号
静
岡
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
 

一
九
七
九
V。
山
県
浩
氏

「言
語
資
料
と
し
て
の
歌
舞
伎
脚
本

 

ー
敬
語
辞
を
中
心
に
ー
」

(『
語
文
研
究
』
第
五
〇
号
 
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
 

一
九
八
〇
)。
な
ど
を
、
た
と
え
ば
、
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
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